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01aA33P 高圧 力領域動作に 向けた無隔膜 シ ョ ッ クチ ュ
ーブの 開発

　ガ ス ダイナ ミ ッ ク レ
ーザー（G［）L）の 研究に 向け、

従来 の衝 撃波管は、隔膜を用い て 高圧 室と低汢 室を分けて い たが、シ ョ ッ ト毎に膜交換の

必要 があ り、大気 開放 に よる不純 物の 混入 ・再現性 ・実験 効率等 の問題 カヨあった。無隔膜

にす る こ とで 、実験毎の 大気解放の 必 要がな くな り、．ヒ記の 問題 は大幅に改善され る．特

に、不純物 に敏感な実験な どにおける質の 向上が期待で きる．
　現在 、高圧力領域 にお い て本装置を作動 させ ると、徳撃 波の 発生と共に、主 ピス トン 〔HstOn

A ）
’i 一

ル 部の 〔》rirgが離脱する現象力竃見られ る。現状では、設定 可能な初期圧力比 が比 較

的低い 為、充分 な衝撃波速度を得るこ とができず、また 、ビ ス ］
・
ン の 高速動作の 際に ピス

トン重量 の動 作 へ の 影響 が無視で きない の で、実験結果 の 再現性 にも影響する。特に、衝
撃波速度 は GDL の 出力 を得 る為の 熱に関連するパ ラメータで あ り、GDL の 出力特性 等を研

究してい く．ヒで 、幅広い 速度が 得られ るこ とが不 可欠 で あるe そ こで P  A シ
ー

ル 部の 改

造 を考 えてい る。図 1に鯒 莫衝撃 波管の 高圧室の 断 面を示すnPiStmA前の 点線の 丸で囲

ん だ箇所が （＞rkg 離脱 現象の 起 こ るシ
ー

ル 部 とな る。離 脱現 象を改 善する為には、0・血 B

溝の寸法や断面形状 （図 2）を変えて 、試験によ り最適な値を求める必要がある。そこで 、
試験 を効 率よ く行え るように、問 題の 0・d  溝の 部分の みを交換できるよ うな構造を考え

た （図 3）。
　今後、改良の 方法 として 、O −ring溝の 寸 法 （外径 、内径）と断面形状を変えた もの を数種

類 作成 し、それ らの試験 か ら、最適な もの を求めてい く。さらに、装置の 改良だけで なく、
試験 の 結果 よ り、雕脱現象 の原 因 とな るもの を突 き止め ることが出来れ ば、そこか ら衝撃

波管の 開発に 関する有益な 知見を得られ る と考えて い る。当日は、改造の 内容を詳細 に示

し、改造の 経過を発 表する予定である。

　Development　ofNon −Diaphragm 　Type 　Shock 　Tube 　for　Operation 　in　High　Pressure　Region
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図 1．無隔膜衝撃波管副王室 の 断面図
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図 2．断面形状 の 改造案
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図 3．Piston　A シ ール部の改造 予定図
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